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国課比較 、日本 、西 ドイツ 、ス ポー
ツ の 活動．ス ポーツ 童 識・価 値 意識

　 は じめ に

　ズ ポーツ の持 つ 機能の
一

つ と して 諸外国 との 国 凝理解の

促 進 がい わ れ る が、そ の 割 に は ス ポー
ツ をめ ぐる彼我の 睾

態に つ い て そ れ ほ ど明 らか に は され て い な い 。国 際比較 に

関 して は、諸 外 国 の 実 態 の
一
面を と りあげ て、過去 あ る い

は現 在の 我国 スポーツ の 実状 に 対す る徒 らな礼贅、あ る い

は徒 らな否定 や 卑下に終 始 す る こ とが多 か っ た の で は な い

か と考え られ る 。

　 そ こ で ，本研 究 で は 社 会 体育 の 先進 国 で ある 西 ドイ ツ と

の 国 際比 較 に よ う て 、目本 人 の ス ポ ーツ に み られ る 行動特

性、そ して それ ら を規定 す る ス ポーツ に 対す る 態度や価億

意鏃 な どの 特徴 を明 らか に す る こ と に した い ．

　 研 究 方法

　対 魚 ｝ 日本は九 州地区の 国 公 私 立 の 大 学生、男 子 278 名

女 子 180 名．合計 458 名 で 有 効 回収 率 S3，2％ で あ っ た 。

一

方，西 ドィ ッ は ニ ーダーザ ク セ ン 州 の オ ル デ ン ン ブル グ大

学 生 、男 子 130 名 、女 子Bl名、合計 191 名 で 有 効 回収 率

38．2％ で あ っ た 。

　手続 ； 日本及び西 ドイツ共 1935年 12月 に，　「ス ポー
ツ に

関 す る調 査」 を用 い て 質 擱紙 法 に よ っ て 調査 した。調査の

内容 は 、対象者 自身 に つ い て 8 項 臥 ス ポーツ の 実施 状 況

と関 心 に つ い て 19 項 目．ス ポ ーツ へ の 態度 ・価 値 意識 に

つ い て な ど 5 要因 で 構成 され て い る ．

　結果 と考 察

1）　 体力 の程 度及 び健 康 へ の 注 意 は 男女共 に 日本 よ 弓西

　独 が 高 く、運動 不 足 感 を 認 め る もの は 函独 よ リ日本 が

　 多 か っ た ．

2 ）　 重要 な る 他者 に つ い て は、日本 の 学生 の 半分以上PS
　 「父 ・母 の 奨励 」 を受けて ス ポーツ を行 っ て い る。そ れ

　 に 比べ 西 独はあ ま tj奨励 され て い な い 老が 多か っ た ． 他

　 者 の 期待 に つ い て の 「家族」　「友人」 「地域 の 人 」 な ど

　 い ずれ の 項 月 に つ い て も西 独 よ り日 本が 期待 を感 じて い

　 る。最 大 の 影 響 を与 え た 人 で は、　「友 入 」 が 最 も多 く両

　国 で 共通 し て い た。

3 ）　 ス ポ ーツ の 実施程 度 は、　 f週 に 2 ・− 3 日以 L］ と す

　る老が 西独 で 5e％ 以上 と な り，日本 の 男 女 よ り10％ も多

　く な っ て い た。そ の 内容 と し て、日本 で は 「競 技的 ス

　ポ ーツ 1 志 向が 多 く．西 独で ほ 「比 較的 軽 い ス ポーツ や

運動」 と 「野 外 ス ポーツ 」 へ の 参 加 者 が多 い 。

4 ）　 厂新 聞 の ス ポ ーツ欄」　「テ レ ビの ス ポーツ 番組 み 」

　rス ポーツ 大 会 や行 事 の 観 戦 」 の 間接 的ス ポー
ツ 参与 で

　は い ずれ の 項 目 に お い て も顧独 よ り日本 が 高い ．

5 ）　 ス ポーツ をす る時の 障害で は、 「時間 の 不 足 」 が 最

　も多 く、特 に 西 独 は 6割以 Lに の ぼ る 。そ の 他 に 日本 で

・晃、

（鹿 児 島大 学）

　は 「施 設 の 不 足 亅　「仲間の 不 足 亅　「健 康 ・体力」　「ス

　ポーツ 技術」 が、そ して 特に 女子 で は 「ズ ポ ーツ 技 術」

が顕箸に 多 くな っ て い る．西 独 は それ らの 項 目 で 低 い 値

　とな っ て い た。

6）　 ク ラ ブ所 属 に つ い て は h 日本の 男女 共に 「大 学 の

　サークル 」 が 最 も 多 く、そ の 他 の 項 目で は 少 な い。西独

　は 「大学の サ ーク ル 」　r地 域の グ ラ ブ」　「個人経 営 の ク

　ラ ノ1 な ど に そ れ ぞ れ 多数 の 者 が 所 属 して お リ．多 様化

が特 筆 され る。

7 ）　 「週 に 1 日以 上 」 の ス ポー
ツ 実 施 者 の 状 況 に つ い て

　述 べ る と、日本 の 場 合 は楽 し み ，健 康 ・ 体 方 を 目的 と

　し、学 校 施設 を使用 し、学校の 友人 だ け を仲 間 と し、平

　日の昼間 ・ 夕方 と休 日の 昼 聞が 時間帯 で あ り、2 〜3 時

　閲 の 練習 量 で ，ゲ ーム と 基礎練 習 を 中心 と し た 内 容 で あ

　る。一方、西独ほ 技 術 よ り蓮 を重 視 す る身 体活 動 ，楽 し

　み ， 健康 体 力 ，繁張 解 消 ，な どを 目 的 と し、学 校 ．公園

　・広場 ， 野外施 設 な ど を使用 し、学校の 友人 ， 地域の ク

　ラ ブの 友 人 ．一般 の 友 人 な ど を仲 聞 と し、時 間帯 と し て

　は 平 日の 昼 間 ・夕方 ， 休 日 の 昼 間 ，特 に 平 日の 夜 間 の 利

　用 が 多い L30分 n・2 時間 の 練 習 量で 、内 容は準 備 ・ 整理

　運動 や 基硬 練 習 を重視 し、ゲー
ム をす る者 は 少 ない 。ス

　ポ ーツ の 捉 え 方や 状 況 に お い て 、両 国 で は顕 著な差異 が

　認 め られ る。

8 ）　 ス ポー
ツ に 対 す る 態 度 で は、　「快 感情 」 に おい て 両

　国 の 男女共差が み られ な い が、西 独 で は 「不 快感情」 を

　否 定 す る もの が 多い 。

9 ）　 ス ポ ーツ に 対す る僑念 で は、　「身体 的」　「精 神 的 j

　 r社 会的 」 側 面の い ずれ も 日本 の 男女 が西 独 に 比 べ 葛 い

　値 と な り、強 い 信 念が み ら れ た。

且0）　 ス ポーツ に 対 す る 価 値 意 識 で は 、 「精 神 ・ 鍛 錬主

　義 」 「国家主 義 」 「全 力主 義 」 な ど で 日本 の 男 女 共 に 高

　い 値 と な り，両 国 で 顕 著 な 差 が み ら れ た。　「E 本人的 」

　な価値 意 識 が 伺 え る。

11）　 ス ポーツ に お け る 日本的価値観で は、 「甘 え主 義 」

　 「恥 ・義 理 意識 」 「タ テ 社会主義亅 な ど で 日本 が 高 く両

　国の 差が顕著 で あ B ．また モ の 他の い ずれ の 項 目で も 日

　本 が 高 い 。い わゆ る B 本 人的 特性が 存 在 し て い る こ とが

　明 ら か に され た。

ま とめ

　日本の ス nt−一ツ に つ い て 諸 外 国 と比 較 して、従来か ら

い ろ い ろ 言 わ れ た が ．今 回 の 西独 と の 比較 研 究 を通 じ

て ．こ れ らの こ とが らに つ い て の 実証 的 な調査研 究の 必

要性 を さ らに 感 じた。
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